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���� 凡 例

基本的には，大野誠「日本における化学史文献：

世界篇」『化学史研究』第33巻第4号(2006）：193-

253に倣った．すなわち，次のようにした．

(１) 同一項目の文献は，刊行年の古い順に配列し

た．

(２) 文献の表記方式は，次の通りとした．

本の場合：著者名『著作の題名』出版社（刊行

年）．

論文の場合：著者名「論文の題名」『雑誌名』

巻･号数（刊行年)：掲載頁．

���� 典 拠

書誌情報の典拠としては，国立情報学研究所のサ

イト（�I�U�U�Q��//�X�X�X���O�J�J���B�D���K�Q/）によった．

(１) 著作については，国立情報学研究所全国大学

図書館検索サービス（�I�U�U�Q��//�X�F�C�D�B�U���O�J�J���B�D��

�K�Q/）によった．

(２) 論文については，国立情報学研究所の �$�J�/ �J�J

（�I�U�U�Q��//�D�J���O�J�J���B�D���K�Q/）によった．

国立情報学研究所の情報に疑義がある場合に

は，現物を確認した．

���� 収録範囲

世界の研究文献を考えたとき，日本の化学史に関

する日本語の文献は，完全に1次的でありえる．

「日本における化学史文献：世界篇」よりも幅広く

採録した．

ただし，当初は，学位論文と科研費等による研究

成果報告書まで採録することを目論んだが，途中で

一部を除き本格的に検索･調査することを断念し

た．次の機会に期したい．
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